




前四半期比

売上、利益とも増加、利益率も改善

3Q 4Q

売上高 43.8億円 46.5億円

営業利益 1.8億円 3.9億円

経常利益 1.0憶円 3.0億円



（表は前ページに同じ）

前年比 売上、利益とも減少

費用削減ではカバーできず

CY2018 CY2019

売上高 217.4億円 169.1億円

営業利益 16.7億円 △1.1億円

経常利益 15.4億円 △3.9億円



売上が回復

車載比率も35％と過去最高に近いレベルに回復



2018年4Q vs 2019年4Q

売上規模は同じ（47億円）だが2019年は黒字転換 （△1.4億円 →  3.9億円）

費用削減の効果、更に筋肉質な経営体質へ



営業ＣＦ：59億円の収入超で前年比27億円の減少

（主に税金等調整前の損益悪化）

投資ＣＦ：48億円の支払超

前年比で支払額としては90億円の減少（設備投資の抑制）

フリーキャッシュフロー：11億円のプラス

財務ＣＦ：借入金の返済を進め、32億円の支払超

バランスシート主要項目に関して、

現預金：前年比、35億円の減少（有利子負債の返済等）

有形固定資産：前年比、28億円の減少（設備投資の抑制と減価償却の進展）

結果、総資産：前年比59億円減少、569億円に



設備投資 前年比123億円 減

減価償却費は横ばい





前四半期比

売上は横ばい

利益は減少 （先行投資などの影響による費用増加）



営業利益

前四半期比減少するが、黒字は確保





折れ線グラフ : 累計取引顧客数

棒グラフ : 単年度取引顧客数

・ 累計取引顧客 113社分のノウハウ蓄積

・ FT（ファイナルテスト）領域拡大継続

・ 年間40社以上の顧客との取引 ⇒ 各顧客の需要の波を吸収



メモリからスタートし、多様な半導体製品分野のテスト実績を蓄積

過去のテストサービス以外の関連領域への挑戦と反省も踏まえ、

コアバリューのテスト領域（Wafer Test、Final Test）に集中

（関連領域は、PTIグループの基盤を活用し、顧客へ提供可能な体制を構築）
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・台湾での半導体生産量・シェアは、引き続き拡大が見込まれる

・日台サプライチェーンやターンキーの提案などで顧客のグローバル化サポート

・PTIグループの中でテスト領域のR&Dについては当社が主導

・多種多様な顧客との取引の中で培われたノウハウを生かし顧客へ還元

・コスト削減による利益体質の維持




